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’
1･Apictureinthehead'whichWilliamGoldingcontrivesinThe肋んeγ〃07･SnOt Only

reproducesthelanguageofancientpeopletoamusethereader,but posesafundamental

problemofour sensibilityand imagination｡TheNeanderthalsalwaysspread highly

sensitiveantennaetoperceivethestateofaffairsaroundthem.This intuitive insight
、

includesmerrmrgyandanticipation, andtheirimaginativefacultyisgeneratedfromthis

simultaneousperceptionofthepast, thepresent,andthefuture｡Thepicturesthusacquired

aretransmittedalmostperfectlytoothers.Theirpictureshave @poeticbrilliance', andthe

communitysharesthelivelypassiontoformtheimageoftheEarthMother @Oa'o

On the otherhand, theNewPeople's language is farmore excellent than the

Neanderthals' intermsof fluencyandthespeedofcommunication｡But @intuition' and

Cpictorialization'disappearfromtheNewPeople.Theycannotcommunicatetheirpassion

anymore, sothatthecommunitylacksthelivelycontact.Thepent-uppassiondegenerates

intojealousy,malice,andadesireforpower｡

Inthispaper, I'dliketotreatthebehavioraldifferencebetweentwohumanracesnot

as ogoodandevil' dichotomy, butratherastheproblemofsensibilityandimagination

inherent inourspeechactandperceptivefunction｡

象が我々の目を捉える。水，霧，霞，氷， そして光

の躍動，木々の息吹，昆虫や鳥，小動物の生き生き

とした姿，天体の神秘，一方において弱肉強食の生

存競争，暗闇。いずれの要素も互いに他と拮抗しあ

って存在し，価値が様々に錯綜して，ゴールデイン

グ独特の世界を展開している。このような環境の中

で, @Oa'という大地女神を信仰し，長老の統率の下

に秩序整然とした生活を送るネアンデルタール人は，

ホモ・サピエンスよりはるかに豊かな精神生活を営

んでいるということができる。彼らは，現象を鮮明

に捉え，それを頭の中で映像にして音声で伝達する。

それが彼らの言語である。一つの現象をうけとめる

時,彼らは,眼前の光景と同時に,過去の記憶や情念，

未来の予測などを合わせて捕捉しているのだ。

この直観が,｢声｣によって相手に伝達されるという

1

ゴールディング(WilliamGolding)が,『後継者たち」(Tﾉle

肋んeγ〃o7･s)の中で見せたネアンデルタール人の「頭

の中の絵」による言語活動は，単に古代人の言語を

興味本位に再現したというだけにとどまらず，現代

に生きる人間の感受性や想像力に対して，鋭い問題

提起をしているように思われる。実際， この作品を

読み進めてゆくうちに， ネアンデルタール人とホモ

・サピエンスの人類学的区別など，はやばやと読者

の頭から消え去り，我々の内なる魂の問題が次第に

主要な関心となってくるのである。代表作『蝿の王』

(Lordo/ ilieFIieS)で扱われたテーマは， ここでも一貫

して追求されている。登場人物を取り巻く自然環境

も，『蝿の王』の無人島に似て変化に富み，様々な現
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ところには､ソシュール(FerdinanddeSaussure)の｢聴

覚映像｣(im0geac｡,,sti9me);あるいはデリダ(JacquesDerrid8)

のいう 「現象学的声｣2に近いものが認められる。こ
のような直観の中では，同時に反省も行なわれてい

る。ネアンデルタール人は,「知覚，記憶，予期，想

像，判断など，およそ反省の対象となるものをすべ

て同一時間内で｣§瞬間的に把握しているのである。
伝達する内容をいちいち映像化するという幼稚な作

業では,多くの情報量を伝達することはできないが，

この映像が失われてしまえば，いかに多くのことば

を発したとしても， そこに反省の機能が欠けている

ために， 自分の行動を， その都度，制御することが

できない。この作品の中で，ホモ・サピエンスのほ

うが， ネアンデルタール人よりも一層，本能をむき

出しにする行動が多いのは，前者の言語活動に， こ

のような行動を自ら規制する機能が備わっていない

からではなかろうか。

私は， ネアンデルタール人とホモ・サピエンスの

行動形態の相違を,単に,｢無垢｣と｢汚れ｣として捉え

るのではなく， ともに我々自身の行動のパターンに

内在しているものと考えたいjそして,その差異を，

倫理や宗教， あるいは人格の面から考察するよりは

むしろ，人間一般の言語活動や認識作用にかかわる

根本問題として追求したいと思う。

一方,｢新しい人間たち」(theNewPeople)に於いては，

ネアンデルタール人に見られた「本能」や「直観的

洞察｣,そして「映像化｣が姿を消しているy彼らは，
もはや情念を伝えあうことができず，共同体は生き

た接触を欠いて，一つの権力機構に組みこまれてい

る。諺積した情念は変質し，嫉妬や好計，権力欲へ

と堕落する。

既に述べたように， この作品は， ネアンデルター

ル人の「純粋無垢」と，新しい人間たちの「堕落」

を描いただけのものではない。彼らの言語活動や認

識方法は，いずれも現代の我々の日常生活の中に窺

われるものである:'作者が強調しているのは，むし
ろ想像力の問題であり，情念の完全な伝達であり，

豊かな感受性なのだ。ネアンデルタール人の生活の

場を描写する作者の筆は， まさしく詩人のものとい

えよう32この描写は， ネアンデルタール人の眼を通

して見た風景と異なるものではない。

ここで，作品に描かれているいくつかの自然描写

や会話を辿ることにより，感受性の問題と， それを

支える言語活動について考察してみよう。

ネアンデルタール人は，つねに超高感度のアンテ

ナを張りめぐらせて，彼らの周囲の状況を余すとこ

ろなく，鋭敏に捕捉する。これによって獲得した映

像は， その都度、彼らの心の中にくっきりと刻みこ

まれる。

Oneof thedeepsilencesfellonthem, that

seemedsornuchmorenaturalthanspeech,a

timelesssilence inwhichtherewereat first

manyrnindsintheoverhang;andthenperhaps

nomindatall｡Sofullydiscountedwas the

roarof thewaterthat thesoft touchof the

windontherocksbecameaudible｡Theirears

as ifendowedwithseparate lifesortedthe

tangleoftinysQundsandacceptedthem, the

soundof breathing, the soundofwet clay

nakingandashesfallinginJ3

2

「聴覚映像｣を媒介とするネアンデルタール人のこ

とばは，情念をほとんど失うことなく伝達できると

いう点で，本来的なコミュニケーションを可能にし

ている。一人が「映像」を持つと，他の者は，細心

の注意を払ってこの｢声｣に耳を傾け， この映像を崩

さないように互いに支えあい,5ほぼ完壁ともいえる

情報交換がかわされている。彼らのコミュニケーシ

ョンは,｢同じ絵を分かち合う」ことによって成立し

ているのだ｡6ここでは「能記｣(sj馴峨α”と｢所記」

(sig"i"6)が限りなく近接しているJ彼らの映像は単

純であり， とりわけロク(Lok)に於いては,欲求と情

念が未分化であるように思われる。 しかし， それだ

けに情念は溌刺としており，比ﾛ命も，粗雑ではある

が新鮮である。彼の言語は「詩的な輝き」を帯びて

いるといえようc§もし， この比喰が，洗練され，使

い古されてくれば，彼らの感受性と超感覚的知覚能

力(extrasensorypowers)は衰退するのである。ロクが

‘〃&elというsimileを発見したことすら，この衰退の

徴候なのだ｡9

Thesharplineof thehorizonblurredand

theforestlightened｡Therewasacloudrising

overthewaterfall,miststealingupfromthe

sculpturedbasin,thepoundedriverwaterbeing

thrownbackbythewind｡Theislanddimmed,

thewetmiststoletowardstheterrace, hung

underthearchoftheoverhangandenveloPed

thepeopleindropsthatweretoosmalltobe

feltandcohildonlybeseeninnumbers｡Lok's
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記憶をひっくるめて把握するところから生み出され

るのである。彼らの頭には,大地女神4Oa'のイメー

ジが浮かび上るのだ。

Lok spoke loudly, acknowledging the

darkness｡ "Thisisverybad｡Oabroughtthe

doeoutofherbelly｡" (P｡ 54)

この作品の中で，作者が展開する「素朴なる認識

論｣4の拠りどころは， ネアンデルタール人が,真実

の全体像を， あらゆる側面から，とぎれることなく，

かつ具象的に捉えている点にある85サルトル(Jean-

paulSartre)によれば,「すべての現実存在は，現在，過

去，未来の構造をそなえてあたえられ， そのうちで

過去と未来とは現実物の本質的な構造部分として存

在」している。 したがって，現実の対象を知覚する

ということは， それを，過去の記憶や未来の予見の

領域を備えたものとして把握することである。この

ように「世界を綜合的全体として措定する作用｣は，

「世界に対して《一歩後退した態度をとる》作用」

と異なるものではなく，想像力は， この「総体とし

て把握された現実界から一歩後退した態度をとる」

ところから湧き上るのである36ネアンデルタール人

は，眼前の光景のどんな僅かな変化も見逃さず， い

つも過去の記憶に照らして知覚し，同時に未来をも

予測している。いわば､｢現在の中に過去と未来がぶ

つかり合っているj7のだ｡彼らの想像力の背景には，

このような認識方法がある。一見すれば，単に古代

人のものの見方を再現したにすぎないような描写の

中に，実は最も今日的な問題が含まれているのであ

る。例えば， ロクは，新しい人間の出現をつぎのよ

うに捉える。

Themoonwascaughtroundtherocksand

theywereoutlined･Ashewatched,oneofthe

fartherrocksbegantochangeshape｡Atone

sideasmallbumpelongatedthendisappeared

quickly･Thetopoftherockswelled, thehump

finedoffatthebaseandelongatedagainthen

halveditsheight.Thenitwasgone｡Lokstood

andletthepicturescomeandgomhishead･

071e"asQpictw･eo/ (z cαγe beαγ仙唾加加d

o刀ceseenγeαγ〃se/fo"o/Merocルα"dheαγd

γoαγ〃keMe sea． ．． 、 This thing, thisblack

changingshape,hadsomethingofthebear's

slowmovement initoHesc7･e"ed叩賊seyeS

andpee7･ed(zi t舵γocル加see if""ouI(ich"ge

aga伽． ．． d TheblobOf darkness seemed to

coagulateroundthestemlikeadropofblood

noseopenedautomaticallyand sampled the

conlplexofodoursthatcamewiththemist。

(P､42)

Overtheseainabedofcloudtherewasa

dullorangelightthatexpanded｡Thearrnsof

thecloudsturnedtogoldandtherimofthe

rnoonnearlyat thefull pushed upamong

them｡Thesillofthefallglittered, lightsran

toandfroalongtheedgeorleaptinasudden

sparkle. The trees onthe island acquired

definition,thebirchtrunkthatovertoppedthem

wassuddenlysilverandwhite｡ Across the

waterontheothersideofthegapthe cliff

still harbouredthedarknessbut everywhere

elsethemountainsexhibitedtheirhighsnow

andice｡ (PP｡42-43)

しかし，翌日，彼らは，食料を確保するために，

虎に殺された牝鹿の死体を分解して肉をとり出す作

業を始める。
Thedoewaswreckedandscattered｡Fasplit

openherbelly, slitthecomplicatedstomach

andspiltthesourcroppedgrassandbroken

shootsontheearth.Lokbeatintheskullto

getatthebrainandleveredopenthemouthto

wrench away the tongue. They filled the

stomachwithtit-bitsandtwisteduptheguts

sothatthestornachbecarneafloppybag.All

thewhile,Loktalkedbetweenhisgrunts｡ "This

isbad｡Thisisverybad｡"Nowthelimbswere

smashedandbloodilyjointed｡Likucrouched

bythedoeeatingthepieceofliverthatFahad

givenher･Theairbetween therockswas

forbiddingwithviolenceandsweat,withthe

richsmell ofmeatandwickedness。 @@Quick!

Quick!" (P｡54)

周囲の風景にも暗さが漂ってくる。
． ． 、 therewasakmdofdarkness intheair

underthewatchingbirds。 (P｡54)

作業の間中,ログは;OThis is bad'' と言い続け,フェ

4(Fa)は,一刻も早くその場から立ち去りたいとい

う思いからであろうか,"Quick1Quick!"とロクをせ

きたてる。ここには，彼らの心に刻みこまれていた

過去の心象風景の射映がある。二つの風景は， ログ

の心の中で激しくぶつかりあい，彼を苛立たしい気

分にさせる。しかし，想像力は，今の知覚と過去の

I
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river. (P｡ 105)onastick･ It lengthened, thickened again,

lengthened． (Italicsmine.) (P｡79)

目の前の得体の知れない黒い影は，かつて見た6cave

bear 'の記憶を蘇らせるが， ロクは， さらに，次の

変化を予測する。暗黒の塊が，幹の周囲に血のよう

に凝固して，伸びたり太ったりしている。その様子

がどうもおかしい。現実の光景に，記憶と予期が入

り交じり，複雑に絡みあったイメージがロクの頭の

中を駆け巡る。恐怖におののいたロクは，新たな映

像が作り出せないままにフエイの後を追うが,その光

景から一旦遠ざかった時、彼の心の中にようやく，

まとまったイメージが醸し出されてくるのである。

それは，彼らが畏怖している4icewomen'のイメージ

である｡大地女神0Oa'の恐ろしい一面を象徴する

｡icewomen'は，現実の光景を素地にして，彼らのイ

マジネーションが創り上げたものである。 @Oa'は，

Gblood'に関連したイメージを背景にして現れる。既

に述べたように,虎が殺した鹿を解体する場面にも，

4Oa'が出現する。この大地女神のイメージは，彼ら

を血から遠ざけるのだ。彼らが、現実の世界を越え

ることによって創るイメージは様々だが， これらを

心の奥の最も深い処でつなぎとめているものは， こ

の大地女神4Oa'である。したがって，彼らの心象は

程よく抑制され，堕落したものにならない。天体や

自然の現象を基調とした風景は，すべて大地女神の

一部なのだ。虎が殺した鹿の肉を料理する時の一種

異様な光景も， それを余すところなく完全に捉えな

がらも， そこにのめりこむことなく，「一歩後退した

態度」で接し，最後には見事に超越している。

さらわれたリグ(Liku)の悲鳴をキャッチするロク

の聴覚も，新しい人間に殺害された6oldwoman'が，

川の中を転がりながら流れ去ってゆく光景を捉える

視覚もほとんど完壁である。現実の対象は，記憶と

予見の領域を備えたものとして，綜合的に把握され

ている。

Thescreamingtorehiminside｡ Itwasnot

likethescreamingofFawhenshewasbearing

thebabythatdied, orthemourningofNil

whenMalwasburied; itwas likethenoise

thehorsemakeswhenthecatsinksitscurved

teethintotheneckandhangs there, sucking

blood･ Lokwasscreaminghimselfwithout

knowingitandfightingwiththornsoAndhis

senses toldhimthroughthescreaming that

Likuwasdoingwhatnomanandnowoman

coulddo. Shewasmovingawayacross the

Theweed-tailwasshortemng.Thegreentip

waswithdrawingup river｡ Therewas a

darkness thatwasconsurningtheotherend｡

Thedarknessbecarneathmgofcolnplexshape,

ofsluggishanddreamlikemovenlent｡Likethe

specksofdirt, itturnedoverbutnotaiInlessly･

Itwastouchingneartherootoftheweed-tail,

bendingthetail, turningover, rollingupthe

tailtowardshim｡Thearmsmovedalittleand

theeyesshoneasdullyasthestones｡They

revolvedwiththebody,gazingatthesurface,

at thewidthofdeepwaterandthehidden

bottomwithnotraceof lifeorspeculation.

Askeinofweeddrewacrossthefaceandthe

eyesdidnotblink.Thebodyturnedwiththe

samesmoothandheavymotionas theriver

itselfuntil itsbackwastowardshimrising

alongtheweedtail.Theheadturnedtowards

himwithdreamlikeslowness,roseinthewater,

Cametowardshisface｡Lokhadalwaysbeen

awedbytheoldwomanthoughshewashis

rnother． ．． 、 Thoughshewrappedthenlallin

herunderstandingandcompassiontherewas

sometimesaremotestillnessinwhatshedid

that leftthemhumbleandabashed｡Therefore

theylovedheranddreadedherwithoutfear,

andtheydroppedtheireyesbeforeher｡But

nowLoksawherfacetofaceandeyetoeye,

close｡ Shewas ignoringthe injuries toher

body,hermouthwasopen,thetongueshowing

andthespecksofdirtwerecirclmgslowlyin

andoutasthoughithadbeennothingbuta

hole inastone｡Hereyessweptacross the

bushes,acrosshisface, lookedthrough him

without seeinghim, rolledawayandwere

gone｡ (PPo 108-109)

そして，ついに彼を殺害する目的で毒矢が飛んでく

るのだが，彼は， これをも一歩距離を置いて眺めて

いる。これが人間を殺害する武器であること，つま

り,血の臭いのしみついたものであることを@Oa'か

らの予示によって知ったフェイは,ロクを説得して矢

を捨てさせるのである。ここに至って彼らは，よう

やく，新しい人間たちに，血の臭いを感じ始める。

マル(Mal)を殺じﾀヘイ(Ha)を殺し，ニル(Nil )と
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は， リクとタナキルが仲良く遊んでいる場面をほと

んど認識することができない。人間性の善悪を問う

以前に，彼らは現実の全体像の把握すらできないの

である。この場面を真に共有しているのは， リク，

タナキル,ロク，フェイ以外に誰も居ない。場面を把

握できない以上， そこからは何の想像力も生み出す

ことができないのである。新しい人間たちが，頭に

思い描くことといえば，せいぜい異人種の娘を火あ

ぶりにして， それを肴に酒を飲むといったsadistic

で堕落したイメージなのだ｡彼らの感受性の欠損は，

『蝿の王』や『ピンチャー.マーテイン』(PincAer"qrlin);

『通過儀礼』(Rileso/Passqge)などでゴールデイングが

見せた極限状況によるものとは異なる。ここでは，

特に言語環境が強調されているように思われる。彼

らは， この作品で見る限り，かなり高度な言語活動

を行っている。彼らの会話は， ネアンデルタール人

の幼稚なことばに比べて，ほとんど映像化の作業な

しに流暢に運ばれているようだ。 しかし， そこには

天体や自然現象のイメージが見られない。新しい人

間たちのことばは，伝達の速度に関して， ネアンデ

ルタール人のものよりはるかにすぐれているが， イ

メージの喚起力が極めて乏しい。 『蝿の王』に於い

て､無人島の窮迫した状況の中でも,サイモン(Simon)

の感受性と想像力が爽やかな雰囲気をもたらし， そ

れが一つの救いとなっていたように， この作品のム

ードを支配するのはネアンデルタール人のことばに

窺われるサイモン風の感受性である:8逆に、理性の

僕となったホモ・サピエンスのことばからは，暴力

と悪が生み出されるのだJ9

言語が自然から遠ざかれば遠ざかるほど， その暴

力が強まるように思われる。ネアンデルタール人が

Oaという殆ど叫び声に近いことばによって自然の

諸現象の源を表象する能力は，言語が自然に密着し

たところから得られるのである:0自然の力に満ちた

言語は，つねに新鮮である。これが， 自然との接触

から切り離されて， ことばだけが独立して使われ始

める時， それは本来のコミュニケーション機能を失

い，内部に死を含んだものとなる。ネアンデルター

ル人よりも，はるかに合理的で知的な生活を営んで

いるにもかかわらず，新しい人間たちの共同体がい

つもまとまらず，内輪もめと権力闘争，嫉妬，肉欲

に明け暮れるのは，お互い同士の本来的なコミュニ

ケーションが成立していないからではないだろうか』！

例えば,人間の最も根源的なコミュニケーションで

ある性行為も，本来のコミュニケーション機能を失

って，内部に死を含んだものになっているのだ。つ

@oldwoman'を殺し， リクと赤ん坊をさらっていった

のは， この新しい人間たちなのだ。

"Oadidnotbringthemoutofherbeny｡''

(P｡ 173)

しかし， ログは， フェイが傷を負って血を流しなが

ら逃げ去った後も， その現実の光景をのり越えて，

自然の豊かなイメージを描き出すのである。

Therewaspinkintheskyandanewgreen

inthetopsofthetrees｡Thebudsthathadbeen

nornorethanpointsof lifehadopenedinto

fingers so that theirswarmshadthickened

againstthelightandonlythelargerbranches

werevisible｡Theearthitselfseernedtovibrate

asthoughitwereworkingtoforcethesapup

the trunks｡ Slowly as the sounds of his

mourningdiedawayLokattended to this

vibrationandwasminutelycomforted. He

crawled,hetookupbulbswithhisfingersand

chewedthem,histhroatroseand swanowed。

He rernernberedhis thirst againandwent

crouchedandquestingforfirmgroundbythe

water.Helethimselfheaddownfromaraking

branch,heldwithonehandandsuckedatthe

darkonyxsurface｡ (P｡ 190)
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新しい人間たちに，感受性と想像力が欠けている

証拠は，彼らがロクの娘リクを焼き殺してその肉を

食らうという事実一つで十分である。 さらわれたリ

クは，少女タナキル(Tanakil)の恰好の遊び相手にな

り，二人の間には， この新しい人間たちの世界では

貴重とも思えるほどの親密な友情が芽生え始める。

ここでもリクが肌身離さず携えている@Oa'の人形

が，二人のコミュニケーションを円滑なものにする

機能を果たしているのである。

Likutookthe littleOafromherchestand

balancedheronhershoulder｡Suddenlythe

girllaughed,showingherteethandthenLiku

laughedandtheywerelaughingtogether｡

(PP、 153-154)

新しい人間たちは，暖かい友情が交わされるこの場

面を破壊し尽くしてしまうのだ。それは,『蠅の王』

の中でジャック(JackMerridew)の一味が,山肌の木

陰で憩う豚の親子に一斉に襲いかかる行為と同じ種

類のものである。ジャック同様，新しい人間たちに
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の眼から見た自然は，何とも殺伐としている。同じ

場面,同じ情景を捉えても，それらを知覚する魂の

感受性によってこれだけの差異が生ずるのである。

新らしい人間たちが感ずるのは，太陽の光と水面，

暗闇， それだけなのだ。そこには， 自然の諸要素の

ぶつかりあいも変化も生成も流動もない。単調で澱

んだ退屈な風景である。

TheworldwiththeboatmovingsOslowly

at thecentrewasdarkamidthelight,was

untidy, hopeless,dirty. (P｡225)

ぎの一節は,チュアミ(Tuami)とヴイヴェイニ(Vivani )

の性行為をロクとフェイの眼を通して描いた場面で

ある。

Thetwopeoplebeneaththetreeweremaking

noisesfiercelyasthoughtheywerequarrelling｡

Inparticularthefatwomanhadbeguntohoot

like an owl andLok couldhear .Tuami

gaspinglikeamanwhofightswithananimal

anddoesnot thinkhewillwin.He looked

downat themandsawthatTuamiwasnot

onlylyingwiththefatwomanbuteatingher

aswell for therewasblackbloodrunning

fromthelobeofherear. (P. 175)

． ．． ,Tuami lookedat thelineofdarkness･

Itwasfarawayandtherewasplentyofwater

mbetween.Hepeeredforwardpastthesail to

seewhatlayattheotherendofthelakejbut

itwassolong,andtherewassuchaflashing
fromthewater thathecouldnotseeif the

lineofdarknesshadanending｡ (P｡233)

水に反射して輝くこの光が,｢新たな展望_f2をひらく
ものとは私には思えない。ここにあるのは,「対立す

るものの総合i3ではなく，二極に分裂したイメーン
､寺

である。チュアミの心象風景には,ログやサイモンに

見られるような想像力が欠けている。彼は, @"rkness'

をのり越えるべきイメージを獲得しているのだろう

か。

Theirfierceandwolflikebattlewasended･

Theyhadfoughtitseemedagainsteachother,

consumedeachotherratherthanlaintogether

sothattherewasbloodonthewoman'sface

andtheman'sshoulder｡_Now, the fighting

doneandpeace restoredbetween them, or

whateverstateitwasthatwasrestored, they

playedtogether｡ (P、 176)

この場合, ‘sex’は,むしろ暴力に近いものとなって

いる。作者は， この種のpatternを『可視の闇』

(DαγA7,eSSViSj6/e)の中でとりあげているが， 『蠅

の王』のジヤックー味が雌豚を追いつめて槍で突き

殺してしまう場面にも，この意味がこめられている。

同じ自然現象や風景に接しても，サイモンとジャッ

クのものの見方には大きな違いがある◎サイモンが，

五感を最大限に働かせて情景の微妙な変化を感じと

ろうとしているのに対して, ジャックには， このよ

うな鋭敏な感受性が見られないO感受性の欠如は，

想像以上に恐ろしい結果を招くのである｡

サイモンとジャック， ネアンデルタール人とホモ

・サピエンスという異なった人物や人種の間の相違

に見せかけながら，作者は我々の魂の内なる感受性

と想像力の問題に鋭い疑問を投げかけているのだ。

作者は，言語や性など， コミュニケーションの基本

となる要素に注目し， それがどこで崩れ， どのよう

に変質してゆくかを見つめている。風景に自然のあ

らゆる要素を配置し， その時時の変化，光と陰のコ

ントラスト，宇宙の壮大な眺め，水と光の織りなす

情景，様々な動物の活動などを背景にして，登場人

物たちが,これらの現象にどう反応するかを観察して

いるのだ。ネアンデルタール人の五感が捉えたダイ

ナミックな自然の光景に比べて，ホモ・サピエンス

4

ネアンデルタール人の想像力は，人間と自然とが

真に交感しあっているところに発揮されているよう

だ。この意味で，彼らの女神･Oa'は､両者の連関を

維持しておく一つの核となっている。ここで， ロク

が，妻も子供も死んだ後，一人，森の中を祐僅う場

面を想起しよう。彼は，新しい人間たちが宴会に使

った焚火の灰の中から娘リクの骨を嗅ぎ出し，つい

で彼女が始終携えていた4Oa'の人形を掘りあてる。

女体を形どったその木の根っこを拾い上げ，彼は自

分の「死に場所」に赴くのであるが，最後までそれ

を離そうとはしない｡彼は@Oa'とコミュニケートす

ることによって， この悲惨な現実をさらに超越しよ

うとしているのである。流れ落ちる彼の涙を描写す

る作者の筆は，この作品の他のどの場所にもまして

精綴を極め，此の上もなく印象的であるbそれは，

『蠅の王』に於いて，仲間に殺されたサイモンが海

へ流されてゆく光景にも似て?4ロクの最後を飾るの

にふさわしいもの'となっている。
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杉村奏教

Therewashghtnowineachcavern, lights

faintasthestarlightrenectedinthecrystals

ofagranitecliff｡Theli9htsincreased,acquired

definition, brightened, layeachsparklingat

the lower edgeof a cavern. Suddenly,

noiselessly, the lightsbecamethincrescents,

wentout,andstreaksglistenedoneachcheeko

Thelightsappearedagain, caughtamongthe

silvered curls of thebeard｡ They hung,

elongated, dropped frorncurl to curl and

gatheredatthelowesttip｡Thestreaksonthe

cheekspulsedasthedropsswarndownthern,

agreatdropswelledat theendofahairof

thebeard, shiveringandbright. Itdctached

itself and fell inasilver flash, strikinga

witheredleafwithasharppat.Thewaterrat

scurriedawayandploppedmtotheriver。

(P｡220)

対象から一定の距離を保って描かれたこの場面は，

我々の想像力を此の上もなく掻きたてる。それは恰

も，読者がネアンデルタール人の知覚方法をそっく

り譲りうけたかのようである。この距離をとらなけ

れば，我々はロクの動作にあまりにも単純な反応し

かできないだろう。此処の描写は,読者を｢一呼吸遅

れて反応」させることによって， それだけ一層力強

いものになっている琴この一節の意味は，いわば読

者の感受性と想像力に委ねられているのだ。

『後継者たち』になんらかの｢展望｣があるとすれば，

それは結末の， 「光｣と「闇｣に分裂したイメージの中

に見出されるのではなく，むしろ， ネアンデルター

ル人の最後を描いたこの場面に反応する我々自身の

魂の内にあるのではなかろうか。
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